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有機分子の設計自由度に着目し、分子集合体の構造制御と多重機能化に関する研究が活

発に試みられている。導電性・磁性・強誘電性・強弾性などの観点から、ダイナミックな集合

状態を制御する事で、分子性材料の新たな機能開拓が可能となる。電子活性なπ共役系

低分子の水素結合相互作用から、発光性・強誘電性・強弾性を示す分子集合体を開発した

ので、1）強誘電体における次元性制御、2）分子性強弾性体の運動メカニズム、3）分子セン

サー材料に関する最近の研究成果を紹介する。 
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